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「コ ミュニティ」 としての 「アニメ聖地」 豊郷町の事例から

谷 村 要

要 旨

本稿では、「アニメ聖地」 と呼ばれるアニメ作品のモデル地域の一つ、滋賀県犬上郡

豊郷町 ・豊郷小学校旧校舎群の現状を踏まえて、その 「コミュニティ」のあ り方 と可能

性を論 じるものである。「コ ミュニティ」 とい う概念は、社会の流動性の上昇 とメディ

ァを通 じた非対面接触の増加 に伴い、その範囲を変えて きている。かつて 「地域 コミュ

ニティ」に限定されたコミュニティは、「電子 コミュニティ」に代表 されるように、す

でに一定の地理的範囲を伴うという要件が必ず しも必要でない状況がつ くられている。

豊郷小学校旧校舎群では、「アニメ聖地」化をきっかけとして、多 くのアニメファンが

その地 を訪れ交流 してお り、ある種の 「ペグ ・コミュニティ」がそこに成立 していると

言える。このような 「ペグ ・コミュニティ」は一時的なきずなしか もたらさないという

評 もあるが、「溜め」が枯渇 しつつある中で新たな人間関係を築 くための手段 としての

可能性 をそこに見ることができる。

キ ー ワ ー ド 流 動 性、 非 対 面 接 触 、 ペ グ ・コ ミュ ニ テ ィ、 コ ンテ ンツ ツ ー リズ ム 、 溜 め

1.は じ め に

近年、注 目されている旅行形態として、「コンテ ンッッーリズム」 と呼ばれている現

象がある。これは、2005年 に出された 「映像等 コンテ ンツの制作 ・活用による地域振興

のあり方に関する調査報告書」(国 土交通省 ・経済産業省 ・文化庁,2005)の 中で用い ら

れた用語であるが、それによると、「地域 に関わるコンテ ンツ(映 画、テレビ ドラマ、

小説、 まんが、ゲームなど)を 活用 して、観光 と関連産業の振興を図ることを意図した

ツー リズム」のことを指す。

この 「コンテンツ」を用いたツーリズムの中でも近年、特 にマスコミなどに言及され、
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注目されているものの一一つがアニメを用いた観光客誘致である。アニメ作品の舞台とさ

れる地域では、アニメファンたちが多数訪れてお り、大きな経済効果を生む 「成功事例」
の

も生み出しつつある。

本稿では、その ようなアニメ作品のモデル地域 として地域活性化事業 を進めている滋

賀県犬上郡豊郷町の豊郷小学校旧校舎群 を事例 として、そのアニメによる 「コンテンツ

ツーリズム」が生み出している 「コミュニティ」機能について論じることを目的 とする。

2.「 コ ミュニテ ィ」概 念 の 変容

「コミュニティ」 という概念については、社会的流動性の上昇に伴 う変容と関連付け

られて、社会学の分野で古 くから論 じられてきた。ただ し、 この概念は多義性を伴 うも

のであり、時代が移 り変わるにつれてその指 し示す範囲が拡大 して きたことをまず ここ

で確認することか らはじめたい。

2-1「 コ ミ ュ ニ テ ィ」 概 念 の 揺 ら ぎ

「コ ミュ ニ テ ィ」 概 念 を扱 っ た も の と して 、 著 名 な の はMacIver(1917ニ2009:46)

の 定 義 で あ る 。 彼 の 定 義 で は、 「コ ミ ュ ニ テ ィ とい う語 を、 村 とか 、 町 、 あ る い は 地 方

や 国 と か もっ と広 い領 域 の 共 同 生 活 の い ず れ か の領 域 を さす の に用 い」 て い る。 こ こで

「コ ミ ュ ニ テ ィ」 の 重 要 な 要 件 と して あ る の は地 理 的 範 囲 で あ る 。 地 理 的 範 囲 を 同 じ く

す る人 び とが 共 同生 活 を営 む が ゆ え に、 周 囲 と の通 時 的 、 あ る い は共 時 的 なつ な が りを

通 じて、 社 会 的 類 似 性 や 慣 習 、 帰 属 意 識 な ど(共 同性)が そ こで つ く りだ され て きた と

い うの で あ る 。

ま た、Maclverを 含 む 、1950年 代 まで に 出 され た複 数 の 文 献 に お け る 「コ ミュ ニ テ ィ」

の 定 義 を整 理 し たHillary(1955)に よ る と、 この 時 期 に お い て す で に 「コ ミュ ニ テ ィ」

の 定 義 は多 様 化 した もの と して 述 べ られ て い る 。 そ の 上 で 、Hillaryは 大 半 の 「コ ミュ ニ

テ ィ」 概 念 に 共 通 す る もの と して 、 以 下 の 三 点 を挙 げ る。

(1)一 定の地理的範囲をもつこと

(2)コ ミュニティ内の成員同士による社会的相互作用が存在すること

(3)共 通の社会的紐帯、すなわち共通の関心や目標を持っていること

すなわち、一定の地理的範囲を伴い、社会的相互作用を行 うことが可能であ り、その

上で共通の関心や 目標 とい う何 かしらの共同性を有す ることが、ここでは 「コミュニ

ティ」 とされている。本稿 では、のちに述べ るメデ ィアを介 して形成されるコミュニ
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ティと区別するために、このようなコミュニティを 「地域 コミュニティ」と呼ぶ。

「コミュニティ」を論 じる際、このような地域 コミュニティであることが前提 とされ

て議論 されることがあるが、一・方で、社会的流動 性、特に交通インフラの整備にともな

う 「移動(mobility)」 が活発化 し、電子メディアの普及に伴 う 「非対面接触(nonface

toface)」 のコミュニケーシ ョンが顕在化する中でこの 「コミュニティ」概念は大 きく

揺 らいでい くことになる。

このような 「コミュニティ」という言葉が 日本で使われる契機 となったのは、国民生

活審議会調査部会 より1969年 に刊行 された 『コミュニティ 生活の場 における人間性

の回復 』 という報告書である。当時の日本は高度経済成長の欄熟期 に入 りつつあ り、

地方出身者が都市に 「金の卵」 として流入 していた影響が、顕在化 した時期であった。

すなわち、問題点として浮上 して きたのは、地方農村部の過疎化であ り、あるいは、地

方出身者たちが住 まう都市部の過密化や、ライフスタイルの変容であった。この報告書

の中では、伝統的な地域共同体の解体が進んでいることを前提 として、従来の 「ムラ社

会」的な拘束性を持つ地域 コミュニティとは異なる、自由と開放性に立った新たな地域
2)

コミュニティの構築を目指す ことが述べ られている。

ここで、すでに 「コミュニティ」 という概念を巡って、ある種の葛藤状態が起 こって

いる様子が見 られよう。この時期は、内田(2002)が 論 じたように、戦前において見 ら

れた先祖(縁 ある死者)と の歴史的で通時的なつなが りや近所の 「家々」との共時的な

つなが りを基盤 とする地域 コミュニティが後退 してい き、出自の異なる地方出身者が働

く都市部、あるいはその郊外地域で、相対的に弱い紐帯で結びついた地域コミュニティ

が前面化 しつつあるときであった。このことは一方で、個人の自由を束縛する地域 コ

ミュニティか らの解放を生みつつ も、 しかし、一方で個人が通時的 ・共時的なつなが り

を共有 しない地域 コミュニティの中に放 り込 まれるとい う状況をつ くることになった。

やがて、地方出身者たちは家族を持ち、都市の郊外(「ニュータウン」)に 「マイホーム」

を持つ ようになるが、そこでは、やがて 「コミュニティ」の再興を巡っての議論がなさ

れるようになるだろう。

2-2「 ペグ ・コミュニティ」と 「電子コミュニティ」

さて、ここまで 「共 に住 まう」 ことに基づいた 「コミュニテ ィ」 を論 じてきたが、

1970年 代以降の日本社会においては、 また異なる 「コミュニティ」のあ り方が都市 に表

出するようになって くる。すなわち、多様な人々が多数かつ高密度に住 まう都市部にお

ける様々なサブカルチャーやそれを愛好する文化的な トライブ(部 族)に よる 「コミュ
ヨ　 の

ニ テ ィ」 の 露 出 で あ る(Fischer ,1984;Maffesoli,1988)。 この よ う な文 化 的 トラ イ ブ は、

日本 に お い て は、 「○ ○ 族 」 と呼 ば れ 、 特 に 東 京 周 辺 に お い て み られ る よ うに な っ て い
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た(難 波,2007)が 、 彼 らの コ ミ ュ ニ テ ィ は、 地 理 的 な 近 接 性 に必 ず し も帰 され る もの

で な い こ とが 一 つ の特 徴 と して あ る。 サ ブ カ ルチ ャー 集 団 の コ ミ ュ ニ テ ィ はそ の 多 くが

様 々 な メ デ ィ ア に よっ て つ な が りあ い 、 同 じ趣 味 や 嗜 好 に基 づ い た 共 同性 を有 す る か ら

で あ る 。 こ の よ う な趣 味 に基 づ くコ ミ ュ ニ テ ィ をBauman(2001)の 用 語 を借 りて 、 本

稿 で は 「ペ グ ・コ ミュ ニ テ ィ」 と呼 び た い 。 「ペ グ 」 とは 「釘 」 を意 味 す る 言 葉 で あ り、

人 び とが 興 味 関 心 や 趣 味 を そ こ に ひ っ か け る含 意 が あ る。

そ の よ うな 「共 同性 」 に基 づ くペ グ ・コ ミ ュ ニ テ ィ は、 メ デ ィ ア を通 じて 形 成 され た

「地 図 に な い コ ミュ ニ テ ィ」(Gumpart,1987)に お い て よ り明確 に見 られ る 。 と りわ け 、

1990年 代 後 半 以 降 の イ ン タ ー ネ ッ トの 普 及 に よ っ て み られ る よ う に な っ た 「電 子 コ ミ ュ

ニ テ ィ」 は そ の 代 表 格 で あ る 。 さ ま ざ まな 人 び とが あ る特 定 の テ ー マ を 話 し合 う掲 示 板

に 集 い、 そ こで(一 時 的 に しろ)つ なが りあ っ て い る 姿 を見 る こ とが で きる 。

この よ うに 、 電 子 コ ミ ュ ニ テ ィ は、 そ の 多 くが 同 じ趣 味 ・嗜 好 を共 有 す る文 化 的 トラ

イ ブ に よ っ て 住 み 分 け が な さ れ て い る が 、 この よ う な 「電 子 コ ミ ュ ニ テ ィ」 を 従 来 の

「地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ」 と比 較 した 場 合 、 両 者 に は 決 定 的 に 異 な る 点 が 二 点 存 在 し て い る

こ と を指 摘 して お く。

一 つ は
、 そ れ が 地 理 的 範 囲 を 伴 う コ ミュ ニ ケ ー シ ョン空 間 で あ る か 、 メ デ ィ ア に 媒 介

され た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン空 間 で あ るか とい う点 で あ る。Gumpart(1987)は メ デ ィ ア

を通 じた コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンが 増 加 した こ と に よ り、 従 来 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの 前 提

条 件 で あ っ た 「同 じ場 所 に い る 」 こ とが 不 要 に な っ た と述 べ て い るが 、 ま さ に 「電 子 コ

ミ ュ ニ テ ィ」 は、 非 身体 的 な仮 想 空 間(サ イバ ー ス ペ ー ス)に 存 在 す る もの と な っ て い

る 。

も う一 つ は 、 電 子 コ ミ ュ ニ テ ィ にお け る 共 同性 が 、 成 員 に と って 生 得 的 な、 与 え られ

た 形 で もた ら され る 共 同 性 で な く、 成 員 に よ っ て つ く りあ げ られ る共 同性 だ と い う こ と

で あ る(阿 部1999)。 こ の 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を取 っ て い く過 程 で 自発 的 に築 きあ

げ られ て い く電 子 コ ミ ュ ニ テ ィの 「共 同性 」 は、 自由 選 択 に基 づ い た 人 間 関 係 を そ こ に

形 成 す る こ と に な る 。

この よ うに 、 一 定 の 地 理 的範 囲 を越 え て 自発 的 に 人 々が 結 び つ くこ とが 「電 子 コ ミ ュ

ニ テ ィ」 に よ っ て可 能 に な っ た こ と に よ り、 先 の サ ブ カ ルチ ャー 集 団 の コ ミ ュ ニ テ ィ も

また 都 市 を 越 え、 よ り多 様 な 地域 に見 られ る よ う に な る はず で あ る。 そ して 、 実 際 、 の

ち に見 て い く 「ア ニ メ 聖 地 」 に お い て は 、 サ ブ カ ル チ ャー 集 団 が 地 方 郊 外 地 域 に お い て

趣 味 ・嗜 好 の 共 同性 に 基 づ い た ペ グ ・コ ミ ュニ テ ィ をつ く り出 して い る状 況 を見 る こ と

が で き る 。 これ は次 章 以 降 に お い て 詳 し く論 じる。

さ て 、 以 上 の よ う に 見 て い く と、 「コ ミ ュ ニ テ ィ 」 の と ら え 方 がMacIverの 論 じた そ

れ と比 較 して 大 き く変 容 し、 そ の 範 囲 が 拡 大 して い る こ とが 確 認 で きる 。 最 後 に 、 こ こ
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までの 「コミュニティ」をめぐる状況の変遷を整理して、その変容をまとめよう。

まず、近代化に伴い 「移動」が活発化 したことによって、従来のムラ社会的な地域コ

ミュニティとは異なる、都市的な地域 コミュニティが浮上 してきた。 これはムラ社会的

な地域コ ミュニティとは異な り、成員間の紐帯がゆるやかであ り、一方ではサブカル

チャーに基づ くペ グ ・コミュニティを生み出すような自由をもたらしつつ も、 しか し、

一方で寄る辺なき 「孤独な群衆」 をも生み出すことになる 「コミュニティ」であった。

さらに、メディアの発達に伴い、非対面接触のコミュニケーション空間を基盤 とする電

子コミュニティが立ち現われることになる。

この ように見ると、現在の 「コミュニティ」概念は、流動性の上昇 とメディア ・コ

ミュニケーションの普遍化に伴い、「共同性」のつ くられる基盤が大 きく変わってきた

ことにより、その適用範囲が拡大 していった といえる。そして、かつての地域 コミュニ

ティ的な 「共に住 まう」ことによって与えられた共同性が後退し、ペグ ・コミュニティ

や電子 コミュニティのような築かれる共同性が前面に出た状況の中に現在はあるといえ

る。

このことを踏まえたうえで次に滋賀県犬上郡豊郷町における 「アニメ聖地」の状況を

概観 し、そのコミュニティを見ていきたい。

3.「 アニメ聖地」 ・豊郷小学校 旧校舎群の 「コミュニテ ィ」

3-1「 アニメ聖地巡礼」現象

最初 に見たように、地域活性化の一つのアプローチとして近年注 目されているのが、

アニメを用いたまちおこしである。

その代表的な地域 としては、本稿で取 り上げる滋賀県犬上郡豊郷町の豊郷小学校旧校

舎群や、埼玉県久喜市鷲宮地域(旧 ・埼玉県北葛飾郡鷲宮町)、 富山県南砺市城端 など

が挙げられる。これらはそれぞれが特定のアニメーション作品の舞台のモデル地域だと

ファンから見倣 されている場所である。

このような地域が注 目されてきた背景にはアニメーションのデジタル技術の発達があ

る。セルアニメのデジタル化 は1990年 代後半に進められたが、2000年 代 に入るとさまざ

まなアニメーション作品において、実際の景観を模写 したような精緻な背景画が描かれ

るようになった。それに伴い実際に存在する地域 をモデルにした作品も増え始めた。や

がてアニメファンはこのようなモデル地域を 「聖地」 と呼び、モデル地域をめ ぐって、

作品中で用い られたアングルの通 りに写真を撮影するなどの観光行動 をとるようになる。

この ような観光行動は 「聖地」 と対応する形で 「(聖地)巡 礼」 と呼ばれている。

このような 「聖地」(「アニメ聖地」)に ついて、山村(2008)は 「アニメ作品のロケ
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地または、その作品 ・作者に関連する土地で、且つアニメファンによってその価値が認

められている場所」 として定義 している。

先に挙 げた代表的なモデル地域は、 自らが 「アニメ聖地」化 したことをきっかけに、

地域活性化 を進めている地域である。 この ような 「アニメ聖地」 の多 くはフィルムコ

ミッシ ョンを通さずに、あるいはその ような組織がない地域 をモデル としているため、

地元住民にとっては不意打ち的にアニメファンたちの 「巡礼」に出 くわす ことになり、

住民が戸惑 う事態になることもある。「アニメ聖地」の 「成功事例」 として取 り上げら

れることの多い鷲宮地域においてもそれは同様であ り、当初はそのような人びとが町を
ら　

歩いているのを不思議に思ったという。 このような 「アニメ聖地」の一一部において見ら

れる興味深い点は、そのような地域においてアニメファンが単 なるロケ地観光をするだ

けに留まらず、その地域をアニメファン同士あるいは地元住民 との交流の場として用い

ている点にある。 また、単なる経済効果だけでなく、観光資源 をもファン自身がつ くり

だしている点にもある。

このような 「アニメ聖地」 におけるアニメファンの活動 と彼 らがつ くりだしている

「コミュニティ」 とはいかなるものか。筆者が2009年9月 より行 なっている豊郷小学校

旧校舎群への参与観察の知見に基づいて、以下に見てい きたい。

3-2滋 賀県犬上郡豊郷町の 「アニメ聖地」

琵琶湖以東に位置する滋賀県犬上郡豊郷町は、人口約7300名 の行政町である。町の中

心 には旧街道である中山道が通ってお り、古 くから他地域 との交流が盛んであった。現

在 は中山道と並行 して近江鉄道や国道8号 線が走ってお り、京都や大阪への通勤圏内に

属する。それもあって、近年では新興住宅街が作 られるなど人口は微増傾向にある。

このような京都 ・大阪の郊外地域である町に多 くのアニメファンが来るようになった

のは、TVア ニメ 「けいおん!」(桜 高軽音部、TBS系 列放送)が2009年4月 から6月 に

かけて放送 されたことが きっかけであった。町内にある豊郷小学校旧校舎群は、「けい

おん!」 作中において登場人物たちが通 う高校の校舎に酷似 してお り、 ファンの間で舞

台のモデルとして認知 される。この施設は、一時期はその取 り壊 しを巡って、町長のリ

コール問題にまで発展 した渦中にあった建物であるが、2009年5月 に耐震工事を完了し

た後は町の観光協会案内所や教育委員会などが入居する複合施設となっている。

耐震工事が完了 した後に、 この施設は一般に公開されるようになったが、それに伴い

多 くのアニメファンが訪れるようになった。このアニメファンの反応をいち早 く察知 し

た町の商工会や観光協会は、2009年6月 に 「けいおんでまちおこし実行委員会」(以 下、

「実行委員会」 と略記)を 設け、週末には敷地内の旧図書館施設(酬 徳記念館)で ファ
　　

ン向けのカフェを営業 しているほか、グッズ製作やイベ ントの企画などを行っている。
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「コ ミュ ニ テ ィ」 と しての 「ア ニ メ聖 地」 豊郷町の事例か ら

豊郷小学校旧校舎群では、「けいおん1」 作中で主人公たちの所属する軽音楽部の部

室のモデル としてファンか ら認知 されている校舎3階 会議室や、酬徳記念館の一部を

ファンに開放 しているが、そこでは様々なアニメファンたちによって独特の景観がつ く

りだされている。

たとえば、校舎三階の会議室では、アニメファンたちが様々なグッズや設備品を持ち

寄 り、そこにアニメ作中での部室を再現 している。具体的には、机を集め、そこにケー

キの模型やティーカップなどを並べて作中の 「お茶の時間」 を再現 した り、作中では存

在するがこの施設の設備品として置いてなかったホワイ トボー ドをファン有志が施設に

寄贈 した りするなどしている(写 真3-2-1参 照)。 また、会議室内の黒板では常時

ファンが思い思いのメ ッセージやイラス トを書 き込めるようになってお り、伝言板や表

現の場 として も機能している姿を見ることができる。

華
一

-

一
L

+

写真3-2-1豊 郷 小 学校 旧校舎 群 ・会 議室 の様 子(2010年6月5日 筆 者撮 影)

酬徳記念館では、豊郷町観光協会案内所が設置されていることもあ り、カフェの開店

時以外においても土産物などを販売 しているほか、その場所がファンの溜まり場 として

機能 している。ここには、 ファンが持ち寄ったグッズや 自作のイラス トが陳列 されてお

り、また、ときにファン有志 と 「実行委員会」が共同で行 うイベ ントの会場 としても用

い られている。

このようなイベントの多 くは、ネット上の電子 コミュニティにおいてファン有志が同

好の士 に呼びかけるなどして実現 される 「オフ会」である。「実行委員会」はたとえば

そのイベン トの参加者に対 して飲食物 を提供する屋台を出した り、ファンの施設利用の

手助けをしたりするなどして、その補助役 をつ とめている。 ときには 「実行委員会」の

メンバーがファン有志 とともに町の個人商店を回るなどして、イベ ントを告知す るボス

ターを貼 ってもらい、町内にまで独特の景観が広がる様子すら見 られる(写 真3-2一
の

2参 照)。 このイベ ントは作品のキャラクターの誕生 日として設定されている日(あ る

いはその週末)に 「誕生 日会」を行 うものか ら、有志によるライブや同人誌即売会にい
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たるまで多岐に及びつつある。ファンはそのようなイベ ントを目当てとして豊郷小学校

旧校舎群に何度 も、足 を運ぶのである。

痛

燭
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こ

一
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.了 ♂

`一 ・

二
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I.

写 真3-2-2「 誕生 日」 イベ ン ト時 に町 内の個 人商 店 に貼 られ たポ ス ター

(左:2010年7月2日 、右:2010年11月12日 い ず れも筆 者撮影)

4.「 ペ グ ・コ ミ ュニテ ィ」 と して の 「ア ニ メ聖 地 」 と、 その可 能性

このように豊郷小学校旧校舎群の用いられ方を見る際、そこにさまざまなファンの関

与 を見ることがで きる。先にも述べたように、ファンはアニメ作 中の場面を表現するた

めに、グッズや備品などを施設に寄贈 した り、ファンが主体 となったイベン トを開催 し

た りしている。いわば、「アニメ聖地」 とい う場所性 をファン自身が積極的に強化 し、

ファンを当地 に呼び寄せることに一役買 ってお り、「客」であるファンが新たなファン

を呼ぶ観光資源を生み出す現象が起こっているのである。「アニメ聖地」の成功事例 と

して豊郷町に先行 した鷲宮地域でも同様の状況は起 こってお り、山村(2008)は このよ

うなファンによる観光資源を目的とした観光行動を 「二次旅行行動」 と呼んでいる。

このような 「二次旅行行動」が誘発 される上で重要なファクター となっているのが電

子コミュニティである。「アニメ聖地」に 「巡礼」 したファンの多 くは、プログやSNS

などを通 じてその景観の写真 などを第三者に伝 え、情報の拡散に関与 している。また、

「アニメ聖地」の情報を媒介 として電子コミュニティ上でつなが りあった 「巡礼者」た

ちが、直接出会い交流するための場 としての役割を 「アニメ聖地」が果たしている様子
S)

も見 られる。

このように見ていった際、豊郷小学校旧校舎群 という 「アニメ聖地」が単純な観光地

としてだけでなく、電子コミュニティを通 じてつながったアニメファンたちによる 「ペ

グ ・コミュニティ」の実際的な場として機能 していることをそこに見ることができよう。

「アニメ聖地」 とい う 「ペグ」に引っかかる形で共通 の興味関心や文化的スタイルを
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「コ ミ ュニ テ ィ」 と しての 「ア ニ メ聖 地 」 豊 郷 町 の事 例 か ら

持 っ た 人 た ち(フ ァ ン)が 集 ま り、 そ こで 交 流 が な され て い る か らで あ る 。

しか し、Bauman(2001)は 、 こ の よ う な 「ペ グ ・コ ミュ ニ テ ィ」 につ い て ま っ た く
　ラ

評 価 して い な い。 そ れ は 自由 選 択 に基 づ き、 一一時 的 に関 心 ご と を そ こ に 掛 け はす る も の

の 、 「長 期 の 関 与 を伴 う ネ ッ トワ ー クが そ こ に 形 成 さ れ る こ と」(Bauman,2001:101)

が な い と断 じて い る か らで あ る。 な る ほ ど、 確 か に この よ う な豊 郷 町 に お け る 「ア ニ メ

聖 地 」 現 象 は一 時 的 な ブ ー ム で あ り、 フ ァ ン は ブ ー ム が 過 ぎ去 れ ばす ぐ に別 の場 所 に行

くの か も しれ な い 。 しか し、 この よ うな 「ペ グ ・コ ミュ ニ テ ィ」 は、 一一方 で 、 そ こ を訪

れ る フ ァ ンが 新 た な 人 間 関 係 を つ く り、 さ らに は地 域 と の 関 係 を つ な ぐた め の 「足 場 」

を用 意 す る こ とに は 役 立 っ て い る の で は ない だ ろ うか 。 筆 者 の 「ア ニ メ 聖 地 」 で の 参 与

観 察 に よ る知 見 に 基 づ くな らば 、 フ ァ ン は確 か に 「アニ メ聖 地 」 で一 時 的 な接 触 を持 つ

だ け で あ るが 、 そ こで 築 い た 関係 性 を プ ロ グ やSNSと い っ た イ ン タ ー ネ ッ ト上 の 電 子 コ

ミュ ニ テ ィへ と持 ち 込 ん で い き、 継 続 的 な人 間 関係 をつ くっ て い る姿 が 見 られ る 。 ま た、

フ ァ ンた ち が 、 こ の 地 域 を ア ニ メ の 舞 台 と して 「消 費 」 して い る だ け で な く、 「ア ニ メ
ゆ

聖地」の清掃活動 をするなどの行動を起 こしている点も注意すべきだろう。

近年の 日本社会においては、「溜め」が不足 していることが指摘される(湯 浅,2008)。

「溜め」 とは、「溜池の 『溜め』であ」 り、「外界か らの衝撃を吸収 して くれるクッショ

ン(緩 衝材)の 役割を果たすとともに、そこからエネルギーを汲み出す諸力の源泉とな

る」(湯 浅,2008:78)も のである。湯浅 は、このような 「溜め」には人間関係 も含 まれ

ると述べ、貧困問題の本質を論 じたが、 このような 「溜め」が、流動化が進んだ現在の

社会において干上が りつつある状況があるという。

この状況の中、どのようにして人間関係を築 くべきなのかが、われわれにつ きつけら

れている。その人間関係 をつ くる手段 としてこのような興味関心に基づ く 「ペグ ・コ

ミュニティ」の可能性を論 じてい くことは決 して無駄な作業ではないだろう。

5.お わ りに

以上のように、滋賀県犬上郡豊郷町の 「アニメ聖地」である豊郷小学校旧校舎群の状

況か ら、そこに見 られる 「コミュニティ」のあり方とその可能性 を見てきた。

最初 に見たように、「コミュニティ」のあ り方 は、社会的流動性の上昇や非対面接触

の増加 にともなってその種類が多様なもの となっているが、それらの 「コミュニティ」

は、以前のそれと比較すると、参与の自由度が上が り、拘束性が緩 くなっている状況が

ある。 このような 「コミュニティ」の状況が、一一方で 「溜め」が少ない状況をつ くって

いると指摘で きるが、だからといって旧来のムラ社会的な地域 コミュニティを復活させ

ようとすることは現実的ではないだろう。そうである以上、現状のさまざまな 「コミュ
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ニティ」の中で、「溜め」をつ くる可能性を探 ってい くことがその処方箋の一一つ とな り

うるはずである。

とはいえ、豊郷町の 「アニメ聖地」の状況は現在進行形で推移 している。現状のよう

に多 くのアニメファンが旧校舎群を訪れている状況 も、アニメ 「けいおん1」 の第二期
ll)

シリーズが2010年9月 に終了 したことで、 しばらくすれば落ち着 くことになるだろう。

また、豊郷小学校旧校舎群が 「アニメ聖地」 として、また、その成功事例として徐 々

に知れ渡るに したがい、 トラブルが出ている点 も見逃すことはできない。2010年11月17

日には豊郷小学校旧校舎群内の酬徳記念館 に何者かが侵入 し、現金やグッズなどが奪わ
ユ　　

れるという事件が起 こったり、2010年12月10日 付で、豊郷小学校 旧校舎群 を所有する豊

郷町か ら見学者に対 して校内設備の無断利用や落書 きが多数見受けられることへの警告
　ヨ　

が出された りするなどの問題がでて きている。

このように 「ペグ」 として機能 している 「アニメ聖地」=豊 郷小学校旧校舎群につい

ては、Bauman(2001)が 指摘するようにその 「ペグ」 はす ぐにはず されることになっ

てしまうのか、それとも 「アニメ聖地」 をきっかけとした新たな 「コミュニティ」の可

能性がさらに示されることになるのか一今 しばらく注視 していきたい。
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注

1)「 我 が 町 オ タクの 集 う地 に」(日 経 流通 新 聞、2008年11月12日 、3面)と い う記事 に よ る

と、人 気 ア ニ メ 「らき☆ す た」(2007、 らっ き一☆ ば らだ いす 製作)の モ デ ル地域 とされ

る埼 玉 県久喜 市 鷲宮 地域(旧 ・埼玉 県北 葛飾 郡 鷲宮 町)で は、放 送 終 了後 に町 の商 工会 が

アニ メ と関連づ け て打 ち 出 した大規 模 セー ル のキ ャ ンペ ー ン以 降 に売上 が大 き く伸 び、 直

接 的な経 済波 及効 果 は1億 円超 にな った とい う。

2)こ の報 告 書 にお い て 「コ ミュニ テ ィ」 の定 義 は以 下 の よ うに述 べ られ て い る。 「市民 と し

て の 自主性 と責 任 を 自覚 した個 人及 び家 庭 を構 成体 と して地 域性 と各種 の共 通 目標 を持 っ

た 開放 的で しか も構 成 員相 互 に信頼 感 のあ る集 団 を、我 々は コ ミュニ テ ィ と呼 ぶ こ とに し

よ う」(国 民 生活 審議 会調 査部 会、1969:2)

3)Fischer(1984)は 、都 市 にお い てサ ブ カルチ ャー の多様性 や 非通 念性 、 強度 とい った もの

が増 大す る とした 「下 位文 化理 論」 を論 じてい る。

4)Maffesoli(1988)は 現 代社 会 にお い て、階 級、 宗教 、 思想 以外 の カテ ゴ リー に類 す る もの

に よって集 団が 分 かれ てい る こ とを指摘 し、美 的 な、 あ るい は感情 的 な もの に よって形 成

され る共 同性 を論 じた 。そ の具 体 的事例 と しては、 た とえばサ ブ カル チ ャー集 団が挙 げ ら

れ る。

5)関 西 学 院大 学大 学 院社 会 学研 究 科 大学 院GPプ ロ グ ラム 「社 会 の幸福 に資 す る ソー シ ャル

リサー チ教 育一 ソシオ リテ ラシー の酒養一 」 に よって 開か れた 「東 ア ジ アのス トリー トの

現在 」 第8回 研 究会 「ア ニメ聖 地 となるく ス トリー ト〉」 にお け る鷲宮 町商 工 会経営 指 導

員 ・松本 真 治氏 の報 告 よ り。松 本氏 は鷲 宮 地域 で の まちお こ しにお い て中心 的 な役 割 を果

た した 当事 者 の一 人で あ る。研 究会 当 日の プ ログ ラム な どは以 下 の記事 を参 照 。 「【レポー

ト】共 同研 究 『東 ア ジア の ス トリー トの現 在 』 第8回 研 究会 『アニ メ聖 地 とな る くス ト

リー ト〉」」(http://www-soc.kwansei.ac.jp/kgu-gp/gp-blog/2010/03/20100124 _report.

html,2010.12.10)

6)「 実行 委 員会 」 の メ ンバ ー に よる と、 この よう な迅 速 な対 応 の背 景 には先 に も挙 げ た鷲 宮

地域 の ま ちお こ しの成 功 があ った ため だ とい う。

7)豊 郷 町 内 の景観 にフ ァ ンの趣 味 が表 出す る ような状 況 がつ く りだ され てい る点 につ い ては、

別 の稿 で論 じた(谷 村 、近 刊)。

8)た とえ ば、 「開拓 者 」 と岡本(2010)が 呼 ぶ 「聖 地巡 礼 者」 の コア層 な どは 、 「ビギ ナ ー」

に対 して、聖 地巡 礼 ツ アー を企 画す るな ど して い る。

9)Baumanは 興 味 関心 を 同 じ くす る 「美 的 コ ミュ ニテ ィ」 を 「ペ グ ・コ ミュニ テ ィ」 と も呼
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べ る と述 べ 、そ の特徴 として、以 下 の よ うに評 して い る。 「(筆者 注:美 的 コ ミュニ テ ィ=

ペ グ ・コ ミュニ テ ィは)参 加 者 の 問 に生 まれ る きず なが一 時 的 な もの で あ るのみ な らず 、

表面 的 でい い加 減 な性 質 を もつ とい うこ とであ る。 この きず な は、 もろ く、 はか な い もの

で あ る。 希望 次 第 で断 ち切 れ る ことが、 あ らか じめ 了解 され合意 されて い るた め に、 結 ぶ

ことで不 都合 が 生 じるこ とは ほ とん どな く、 懸念 もほ とん ども し くは まっ た く生 じない。」

(Bauman,2001:101)

10)豊 郷 小学 校 旧校 舎群 におい て は、2009年11月7日 に県 内外 か ら集 まった 約50名 の フ ァンが

校 内の 大掃 除 をお こな っ た とい う(「 旧校 舎 、 ア ニ メの聖 地 に フ ァ ン続 々 解 体 ・保 存 で

揺 れ た滋 賀 ・豊郷小 」 朝 日新 聞2009年11月10日[大 阪]夕 刊10面)。

11)第 二 期 シ リーズ で は、 タイ トル を 「け いお ん11」 と変 え、2010年4月 ～9月 にか け て

TBS系 列 で深 夜 帯 に放 送 され た。 この シ リー ズ も、 オー プニ ング主題 歌 とエ ンデ ィ ング主

題歌 の 楽 曲CDがTVア ニ メー シ ョン として初 め て オ リコ ンラ ンキ ングで初 週1位2位 を と

る(2010年5月 第2週)な ど、 大 いに人気 を博 した。

12)た と えば、 以 下 の記 事 を参照 。 「豊 郷 の盗 難:『 け いお ん!!』聖 地 で 『悲 しい 」肩 落 とす

ファ ン」(毎 日新 聞2010年11月18日 滋 賀 版21面)

13)「 豊 郷 小 学 校 旧 校 舎 群 を見 学 また は利 用 され る方 へ 」(豊 郷 町役 場,http://www.town.

toyosato.shiga.jp/contents _detail.php?co=tpc&frmld=438,2010.12.17)
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